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名残 


今月の表紙は戦後間もない頃の 
立川の*板が描かれているが、 

こへさて旧米軍*雉の将校クラブ 
が取り瓌され、「新生立川」はま 
た I 枚ヴ H — ルを剝いだ"いまわ 
しい記馆を洗い流した人-江利チ 
エミ、ベギ—葉山らの憒かしい歌 
声にノスタルジーを感じた人 e 悲 
客こもごもの中に、立川は確実に 
「新世界」を指向して走り統ける「 
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月刊 • え < てびあん-立 j I と語ろう，立/11(こ生きよう 


通卷81巻 


光る人 

立川市地域文化振興財団文化 • 
スポーツ•地域活動表彰者 

日進月歩とはこのことて，いま立川の町並み 
は目を見張るほどの変化を示している。そん 
な中にキラリと光る人を鋇彰、 3 月 6 日、そ 


の式典が開かれた。 



◎文化 • 芸術奨®寅 

鈴木梅太郎 < S 七兄町> 
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安部加代 f (栄町） 
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河林 满（一番町> 
a 本佳寧 ] r f 若 1 町） 

作佐部窀太郎(眇川町> 
0 スポーツ奨励賁 
夺 H 取 M 三（朵崤町》 
iWU ， 作-チ-ム（»士兑> 
塩塚浪江（あ菜叩 
山下 mm (砂川町） 
农倉加帘丫，<«士兑 
ヤング*川(苦 *， n 
€ 親切還動推進 
菊地勝关《朵岣町） 
©コミユニティ綸文 
蒼诏 « <柏町> 

小峰も L 子 {鶬町) 
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柷碯をうけ摹龙川の 1 ■光》人 j たち 
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知•鈴典®然がス贫 
ら鉍木で•かい卜汽 
れ逢！！あ特もる立の 
' —太るに知の川中 
a が邡 ♦ n れは人に 
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謝辞を述べる鈴本藤太餺さ 


表紙は語る 


まいあ 一 t ■日本两 
f 立 JH 市変 ttj toy 安西 5T 明 


ふれあい 


さわやか 



山粲中央趿汗 

•♦•立川变 《 * 

TI90 3L/l|ma«»J2-16-13 

TEL 0425 -26 -1571 



4月14日0| 

第 H ) 回 

立川オープン 
卓球選手権 
大会 

4 所‘市苠钵君館 



立川市地域文化振興 wla では広 
<立川市のために从、くして来られ 
た方、また持^な^能によつて III 
1£ に 泊5 -»£ と*氕を与えてくれた人 
などを猢釤してきたが成 二 年 
度は三月/ , >:日、 fesc の方々1:.その 
栄铎が与えられた。 

部門は「文化•芸術焚 g 貧 J 『ス 
ボーツ 51 励寅 J のはか•銳切述« 
惟進 ( I 名 K n ミュ TT イ谝文か 
ら俺秀 -«• (二名)が®釤された* 


に永年在 la し•かるたを通しての 
ftff •地域活勧に尽力した。 

さらに、親切*; g 推進の 部では 
$?池勝美さん fs 崎町3 丁目 .84 
逢》が•町の451境美化<: 格：^ な 
活勧を統けていることからの受賞 
と永年の话觔に：： TL て、その労が 
報いられたい 

受裳式のあと，鈴木 II 太郎さん 
が実 K 各の乃強さをもって、受赏 
者 { t 表の謝辞が述べら n 、 R いて 


t はや晚存である。 
明治のはじめに*:京 
染#の植木職から広 
がつ たという染丼 ft 
野も，有名な吉 ff 山 
の 山桜も •雨に 、 III 
{; うたれて•ょきひ 
とと3を«かしんだ 
時季が今過ぎゆこう 
としている。 a 未来への#びと， 

遇去への*怒をのこし"ここに I 
枚の絵 <表紙》をご3 i 介いたしま 
1ょう。今では«かし4>^^^^ 
なつてきた、 立 川のある時の残 m 
と t いえるもの： | の作#は八王で 
生れで，幼い頃ょり大家川端餌 r 
帥に！ gli 、 その独特ないろあいを 
身につけてきた画家$西啓明氏" 
戦後まもなく日本の逑*物を描 
きたく， H 本中を廻つたという • 
作品のほとんどのものは背丈はど 
も*り，細かく，あるいは大 E に 
描かれている。「供はね、»のウラ 
⑽のガサガサしたところを描くの 
がすきでね、そこにある物をその 
ままに表現して残す*この絵(表 
紙》もそうして描いたもんでね」 
t 、 ttj のその11¢の息吹をあらわ L 
つづけている«西啟明氏である • 


n — スも新たに 

第10回「立川マラソン j が 

行われた 

去る 32 T 10 

U •立川市鰣 
50^年足念5¢ 
10利『立川マ 
ラ y ン」が W 
常明 fljsl ! 念公 
irl にて IT-Cn 

た•やや莖 



ouiil 9**( 8 ) l 72 ^t いぅ n ン 

ディシヨンの中でのスタ—卜* 

仏 •«.• ® • =：含わせて n 名の 
ff1f > 遘手を ft め* lrLf : 0 ft を±. 
1!る出^者|;ょつて蜕い&-€れた" 
姑采は.ハ|フー收《了慢|»4: 
如 mlft : 扣さん{1時跗4分33杪> 

一 tek ? 優 wl :1«: w の n ザ•モダ 
道^<1時即11分5炒>がそハぞ 
UI 0 3紀十^<会の汆*を手にした • 


索 a 


立川•レ这矽の a 


中央公民館 □ ビー 

美しく、明るく改装！ 

作 IV .纪表の^ヒ I て多くの市民、 
サ—クル〇方々 cflIH さ n てき/: 
$公：^ n ビ—•ょに • 

ゆ c たり tL た K 示スぺ|スを… 
という i ころから*叫*〇 く•広い® 
!:小 d ビ—が改装な〇てお目坫辟 L 
f ;. arrln の才—ブンの U に a 


地元彫刻^:の 
?1岡ひろさ4 
{« 町 ITB ) 

の作 ug ' tx 体^ 





もの15卜 ： r 

:一■卜^' ^ t 一 

すで U いくつかのサ_^ルか. t > 个 
約が人つており* i す itsffi を 
行てる^<:なつていくようだ • 
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# b ニニまでく冬 t * 
Tl*j と中 L てよろ L 
いで L ょぅ•立川<:も A 
らこ tIIK の天しい所が 
ありますが「根川 j ul.t 
• J その 3 i を«い i す • 
ぅらら6»な 一 H.nftil 
死へ t お出掛けください • 
0 

H 時 Tn 2 Hg 

卞«2時— 4時 


_ w ^«* i f i 如^^紡 V はじめと 
L て映圃など^ b だくさ A の mfi 
がしてご5*います • 

_ intflrifi { IA 人 >に腿らせて圯％』 



卜 n ロナンは S 字で t 
? J ' く •1^峋^:;子さんの句1£.”戍 
る：：：」に次の， DJ が*る•ひさかた 
の tgkti ず心天 •!!■- し <は太 t 
すべきところを尺にしてしまつた、 
製作に/>たつた? f 川水中 tl : が- 
ff をご sfr くださり•お手紙の屮 
に•マィ， r オリマ X ,とゐつた* 
—4 の - f から水が那 n たのだが • 

疋!:の^は締 wu - vlu るょうに7 
ィプ ri /4 u た•行 W 1 から wift の 
念があふれ出ていた ♦ a « じやな 
いが an . ftfl . なら‘ c が「えくてびめ 
4 J はトクィとするところで*^: 
U リ t 小案®杏さ/ 1 の利 H pt *« n 

|:«く*^1:大$なミステ I クが 
あ-〇た • vf 村^に F 山かなひ L 吹 
W 吶れ • 取(:•のにがでにな 
つていたのだ•ひらがなのたつた 
一 ffw & o たいところだが. 
それでは悱句1:な4ない•«铃さ 
4は笑助でやさ1くご衍«くださ 
つたけ nfkl ^ l 心•おだやかな 
らねも〇がゐつた<;;!いない•な 
1;しろ•五七五 t い•フ ygnr.^g 
5れた祜の川 W である" fl 1 c ! a : の^ 
介とは比 w <: な C •ない•一字に格 
ける压みが遠う令勿3‘|:でそ 
うしたわけで U ない•ふつ t 、® 
が寿すヒでも云うはかに iA 叫のし 
ょうがない•仏の場八 lutlts が粗 
Nr だ t いう火欠;. 1 f が/)るが.水 
gl : の% fru ®% が^つてさて 
先生のカイナをこら i 7 tl « つ 
たのであろう"^: f さん •£•■& 
さん*ごめんなさい <悪|«の户 I 
♦ • ft 祭り大 W 3 てえ{てび^4 


屮111>|+作.1|.1|子«^1!?||4田9* 
_««® tJeHIlllEffl 2*- T -» lr * 
4 -t 政9!耘 ftil : Ifffilia 
ス fv 翁2 4 — Mmle 家^讎 
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昔は何か： S ： のことで住校が相談 

するつていう時は SF-iff # に! t まつ 

たんですね。 ftJil がひけて改札 U 

を南北どちら<:するか•会社と 1 - 


晚も四晚も筲済寺で話 L 合-〇たん 
だそぅですが，会 ft が北につくる 
訳をいわないんで* SSI 合いがつ 
かない*•そしたら郡 rc の砂川激五 
右衛門さんが砂川から人力班でや 
つて來て「すまないけれど(檐閱巿 
用に砂川分水の> 水をやるんだか 

• h - lt へむけてくれ j といつて北に決 

まつた t いう、お铒さんの詁です。 

それで砂川分水の水をずうづと 


引つばつてきて，お L まいのとこ 
ろは池を掘つてそこに流 L たのが 
今の羽衣町の RI 地の辺りでアヤメ 
なんかが nx いていて私らよく ^ b 
に行$ま1たんですけ^>4^大雨が 
降ると%れ C 場のない水が逆流し 
て R 前<:あふれてしまラ。学校の 

5 P 々•兵)*さんにおぶさつてそこ 

を趑ぇて{豕へ«った iiett : がござい 

ます • ：3川を掘つてよラやくそれ 

は解決 I たんですね。 

平武鈇道は W 初，府中か0§ 

へぬ a て八王子へ行く案があつた 

そうですけど、お蚕 M うのにダメ 

だとか，いろんな反対運勅が起き 

た t 八ですから、立川を通るよう 

• - 



になつたんですね* <中央探のょ 

ラに)こんなにまつすぐなのは珍 

L いそぅですが*これは机の上で 

まつすぐに^いた線だそうですか 

ら、ま、什方ございませんですね。 

(小川 A さんの*演会「立川の思い 

出 SS - あれこれ」より•この項おわり> 
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漢字一字挿入せよ 

—▼地の利は 

W © 人のに如かず 

•▼網なくして 

をのぞくな 



言 川クィズ ■ 

h が*川小政の^心 • rtl 役所が 
说在の地•妳町 <: s ^ なつて ^ ffi 
が gw されたの U 昭和33屮 12 W の 
こその刑はどこか i いいます 
f %5 r - T =:?!« trA . AS の所に 
* o ました*その i た IPJ をずうつ 
とたど《ていき i すと、 

¢1から/)ちこちを^々- ol てお作 
il て*^9しの回&;15[»1とも 


7回とも•さて • n . vu «; lfe22 4 r * 
twr . rh 町 tt 韧が施 IT され、？ if ^: 
*^ s : はそ〇茁を»み出 L 土 
したが*で11?のときの1:::415^ 
U どこ1:め c たで L ょぅか， 

キ•心诹 ^{«^4 r 目 》®^ fr 
t 太 IX 功じ¢1 
【3月号の答一❸ 

『砂 fll の* ftju 全 Ifl にそのれ 
が S いており iL た〇八 rurnrj 
•か Rft と t に H ものトウブクラ X • 
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